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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における世界経済は、全体に脆弱さが垣間見られるようになりました。欧州経済には再

び金融リスクの影が感じられるようになり、新興国経済も中国経済が減速するとすぐさま影響を受けています。

アメリカ経済ですら全体では緩やかな回復に見えても内実は貧富の差がさらに拡大し、不安定な状況です。地政

学リスクも全世界に広がりを見せ始めました。国内経済は政府による金融財政面での支援にもかかわらず、全体

の生産性上昇が物価上昇に追いつくことができなかったため、消費税増税が消費を冷え込ませてしまいました。

このような状況下においても、当社はマクロ経済の動きに一喜一憂することなく、全社的構造改革の推進と、

環境変化への対応を確実に進めて参りました。

なお、当第１四半期会計期間から、当社は単一の報告セグメントに変更しております。そのため、下記では報

告セグメントの記載をせず、事業部門別に区分した記載としております。

 

①賃貸不動産部門

当社の商業用地再開発完了土地（小牧市堀の内、大垣市寺内町、名古屋市中区丸の内）においては、賃料収入

が引き続き安定的に推移しております。また、賃貸マンション事業においても、他社と差別化されたリフォーム

と営業力により、高い入居率（92.6％）を維持しております。さらに新築マンションに対する競争力を上げるた

めに分譲マンション級の大規模修繕を名古屋市西区の物件に対しても行いました。

この結果、売上高225百万円（前年同四半期比8.9％増）、売上総利益160百万円（同18.1％増）となりまし

た。

②自転車部門

業態変更による経費の削減は完了し、利益の確保のために高付加価値商品（電動アシスト自転車）の販売に注

力しておりますが、仕入れの拡充が十分ではありませんでした。

この結果、販売台数56台（前年同四半期比84.0％減）、売上高は４百万円（同29.4％減）、売上総利益は０百

万円（330千円）（同77.8％減）となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、全体で、売上高230百万円（前年同四半期比7.7％増）、営

業利益73百万円（同80.1％増）、経常利益82百万円（同68.0％増）、四半期純利益52百万円（同15.9％増）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、845百万円（前事業年度末は843百万円）となり、１百万

円増加いたしました。この主な要因は、現金及び預金が増加（834百万円から839百万円へ４百万円の増加）した

こと等によるものであります。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、2,686百万円（前事業年度末は2,354百万円）となり、

332百万円増加いたしました。この主な要因は、賃貸マンションのリフォームに伴う資本的支出による有形固定

資産の増加（1,284百万円から1,296百万円へ12百万円の増加）及び株式の時価の上昇による投資有価証券の増加

（1,062百万円から1,379百万円へ317百万円の増加）等によるものであります。
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（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、118百万円（前事業年度末は109百万円）となり、９百万

円増加いたしました。この主な要因は、その他（主に未払金）が増加（78百万円から88百万円へ９百万円増加）

したこと等によるものであります。

（固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、1,027百万円（前事業年度末は915百万円）となり、112

百万円増加いたしました。この主な要因は、繰延税金負債が増加（369百万円から480百万円へ111百万円の増

加）したこと等によるものであります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、2,386百万円（前事業年度末は2,174百万円）となり、212

百万円増加いたしました。この主な要因は、投資有価証券の時価の上昇に伴うその他有価証券評価差額金の増加

（606百万円から810百万円へ204百万円の増加）及び利益剰余金の増加（1,527百万円から1,546百万円へ18百万

円の増加）があったこと等によるものであります。

 

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物の期末残高は679百万円となり、前事業年度末に比べ４百

万円の増加となりました。また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

営業活動の結果、得られた資金は83百万円（前年同期は55百万円の獲得）となりました。この主な要因は、税

引前四半期純利益79百万円及び減価償却費24百万円の計上があったものの、法人税等の支払額が30百万円あった

こと等によるものであります。

 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

投資活動の結果、使用した資金は35百万円（前年同期は25百万円の使用）となりました。この主な要因は、賃

貸マンションのリフォーム及び賃貸マンションの大規模修繕に伴う資本的支出が行われたこと等によるものであ

ります。

 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

財務活動の結果、使用した資金は43百万円（前年同期は98百万円の使用）となりました。この要因は、自己株

式の取得10百万円及び配当金の支払い32百万円を行ったことによるものであります。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年６月期の業績予想につきましては、平成26年８月11日の「平成26年６月期 決算短信」で公表いたし

ました通期の業績予想の数値から変更はございません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 834,877 839,738 

売掛金 519 1,045 

商品 153 － 

繰延税金資産 2,079 2,382 

その他 6,279 2,288 

流動資産合計 843,909 845,455 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 588,499 602,282 

土地 674,614 674,614 

その他（純額） 21,341 19,932 

有形固定資産合計 1,284,455 1,296,829 

無形固定資産 997 691 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,062,285 1,379,319 

その他 11,308 14,176 

貸倒引当金 △4,459 △4,399 

投資その他の資産合計 1,069,134 1,389,096 

固定資産合計 2,354,587 2,686,616 

資産合計 3,198,496 3,532,072 

負債の部    

流動負債    

買掛金 433 1,068 

未払法人税等 29,483 28,451 

賞与引当金 379 449 

その他 78,832 88,399 

流動負債合計 109,129 118,369 

固定負債    

繰延税金負債 369,035 480,166 

退職給付引当金 4,487 2,205 

役員退職慰労引当金 74,818 77,287 

長期預り保証金 466,696 467,663 

固定負債合計 915,038 1,027,321 

負債合計 1,024,167 1,145,690 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 400,000 400,000 

資本剰余金 41,381 41,381 

利益剰余金 1,527,889 1,546,290 

自己株式 △405,018 △415,818 

株主資本合計 1,564,253 1,571,853 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 606,405 810,857 

評価・換算差額等合計 606,405 810,857 

新株予約権 3,670 3,670 

純資産合計 2,174,328 2,386,381 

負債純資産合計 3,198,496 3,532,072 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高    

商品売上高 6,849 4,837 

不動産賃貸収入 207,064 225,455 

売上高合計 213,913 230,293 

売上原価    

商品売上原価 5,362 4,507 

不動産賃貸原価 70,911 64,691 

売上原価合計 76,274 69,199 

売上総利益 137,639 161,093 

販売費及び一般管理費 96,847 87,621 

営業利益 40,792 73,472 

営業外収益    

受取利息 88 87 

受取配当金 7,410 6,983 

貸倒引当金戻入額 60 60 

役員退職慰労引当金戻入額 120 － 

雑収入 799 1,790 

営業外収益合計 8,478 8,921 

営業外費用    

支払手数料 285 70 

雑損失 12 26 

営業外費用合計 298 96 

経常利益 48,972 82,297 

特別利益    

固定資産売却益 － 37 

受贈益 21,754 － 

特別利益合計 21,754 37 

特別損失    

固定資産売却損 30 － 

固定資産除却損 0 306 

リコール関連損失 － 2,700 

特別損失合計 30 3,006 

税引前四半期純利益 70,696 79,328 

法人税、住民税及び事業税 25,271 29,032 

法人税等調整額 501 △1,749 

法人税等合計 25,772 27,282 

四半期純利益 44,924 52,046 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 70,696 79,328 

減価償却費 25,961 24,951 

賞与引当金の増減額（△は減少） 13 69 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 335 △2,282 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,135 2,468 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △60 △60 

受取利息及び受取配当金 △7,498 △7,071 

固定資産除却損 0 306 

固定資産売却損益（△は益） 30 △37 

受贈益 △21,754 － 

売上債権の増減額（△は増加） 3,199 468 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,516 △77 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △328 3,226 

その他の固定資産の増減額（△は増加） 448 △4,076 

仕入債務の増減額（△は減少） △426 635 

未払金の増減額（△は減少） △4,895 5,864 

未払費用の増減額（△は減少） 1,445 1,687 

長期預り金の増減額（△は減少） 5 966 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2,350 281 

小計 70,904 106,649 

利息及び配当金の受取額 7,498 7,071 

法人税等の支払額 △44,191 △30,159 

受贈益の受取額 21,754 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 55,965 83,561 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △25,493 △36,396 

有形固定資産の売却による収入 0 37 

投資有価証券の取得による支出 △5 △4 

貸付金の回収による収入 60 60 

差入保証金の回収による収入 16 1,100 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △40 △40 

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,462 △35,244 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △64,133 △10,800 

配当金の支払額 △34,170 △32,655 

財務活動によるキャッシュ・フロー △98,303 △43,455 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △67,801 4,861 

現金及び現金同等物の期首残高 682,183 674,877 

現金及び現金同等物の四半期末残高 614,382 679,738 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間（自平成25年７月１日 至平成25年12月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 合計 

  賃貸不動産 自転車 計 

売上高          

外部顧客への売上高 207,064 6,849 213,913 － 213,913 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 207,064 6,849 213,913 － 213,913 

セグメント利益 136,153 1,486 137,639 － 137,639 

(注) セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

Ⅱ  当第２四半期累計期間（自平成26年７月１日 至平成26年12月31日）

当社は「賃貸不動産事業」及び「自転車事業」を行っております。当社の報告セグメントは「賃貸不動産事業」

のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

 
（報告セグメントの変更等に関する事項）

当第１四半期会計期間より、報告セグメントを従来の「賃貸不動産事業」、「自転車事業」の２区分から、「自

転車事業」について量的な重要性が乏しくなったため、「賃貸不動産事業」の１区分に変更しております。
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